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【はじめに】 

 

 「国民たすけあい共同募金」として昭和２２年に社会福祉の復興から始まった共同募金

運動は昨年度で７９回を数えた。 

 

 社会福祉法（以下「法」）により本会の活動は第一種社会福祉事業と位置づけられ、都道

府県の全域であまねく寄付金を募集すること、「共同募金会」の名称が保護されること、個

人・法人とも税制上の優遇措置を受けられることなどにより寄付を得やすい反面、公正な

配分に資するため、運営組織とは別に役員が３分の１を超えない条件で「配分委員会」を

設置すること、国及び地方公共団体が寄付金の配分に干渉することが禁止されていること

など独立性を保ち公平性を維持するために厳格な運営を求められている。 

 

 一方で、都道府県共同募金会の連合組織である中央共同募金会や県・市町村の社会福祉

協議会とは法的にも実態的にも緊密に連携していかなければならないところであり、常に

情報共有を密にして募金活動に取り組んできたところである。 

 

しかしながら、本会の募金額は平成 7 年度(1995 年)の約１９３百万円をピークに減少傾

向が続き、ピーク後の最低額となった令和７年度（2025 年）には約１０５百万円と、４５％

近く減少した。 

 

その背景・原因は、経済動向のほか、国や地方自治体を初め、多様な主体による支援を

必要とする人への方策や財源の拡充のほか、人口減少・地域への帰属意識の低下やこれら

に伴う地域の住民組織への参加者の減少による戸別募金の減少、「支える人を支える募金」

の性格上、誰に配分されどのように使われているのかわかりにくいという制度自体に起因

する課題など、多様な観点から適示されているところであり、様々なメディアを活用し、

関係機関と協働して継続的に共同募金への理解を深めるよう取り組まなければならない。 

  

支援を要する方の態様も、高齢者、障がい児・者、児童・青少年など特性がつかみやす

い方のみならず、新型コロナ感染症の蔓延以降、地域社会との関りがさらに薄れ孤立する

人が増加しており、従来の視点だけでは捉えにくい複合的なニーズに対応する必要が顕在

化しているほか、近年は大規模な自然災害が頻発しており、発災後速やかに福祉的観点か

らの支援を行う活動への支援のニーズも拡大しており、事前の準備も充実していなければ

ならない。 

  

加えて、民間団体からの募金や中央共同募金会が保有している募金を原資とするモデル

事業への取り組みも合わせて、助成額の実質的な充実を図るため、積極的に取り組むこと

とした。 

  

以上のような観点を踏まえて、総計画額を１１５百万円として取り組んだ募金活動であ

ったが、総額では１０５百万円、９２．０％の達成率となった。 
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１ 適切な組織運営 

   県民に対する説明責任を果たし地域社会に貢献する法人として、ホームページ等によ

り経営組織・財務状況など情報の提供・公開を行い、事業運営の透明性確保、適正な会

務運営に努めた。 

   また、現況報告書や財務諸表等の重要な情報については、所轄庁（県福祉監査指導課）

を通じて、全国的なデータベース（ＷＡＭネット）に公開した。 

 

（１） 役員会等の開催 

ア 評議員会の開催〔定数 ２６名〕 

【任期：令和７年６月２８日から令和１０年度の決算に関する定時評議委員会終結の時まで】 
 

開催日時等 審   議   事   項 結   果 

第 223 回 
令和 7 年 6 月 25 日 
出席 評議員 15名 
    監 事 1 名 

１ 令和６年度共同募金事業報告及び決算（案）
について 

２ 次期役員の選任について 
３ 次期配分委員の選任について 
４ 鳥取県共同募金災害支援制度の改正について 

原案のとおり承認 
 
原案のとおり選任 

〃 
原案のとおり承認 

 
 

第 224 回 
令和 7 年 7 月 30 日 
出席 評議員 

会場 18 名 
Web  4 名 

監  事 2 名 

１ 令和７年度共同募金助成計画（案）及び目標
額（案）について 

２ 令和７年度「つかいみちを選べる募金」助成
事業取扱要領（案）について 

３ 令和６年度能登半島地震への災害等準備金の
追加拠出について 

４ 令和７年度災害等準備金積立金取崩し金助成
計画（案）について 

５ 役員の選任について 
６ 定款の変更について 
７ 役員等報酬規程の改正について 
８ 旅費規程の改正について 
９ 評議員選任・解任委員会運営規程の改正につ

いて 
10 配分委員会設置・運営規程の改正について 

原案のとおり承認 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

原案のとおり選任 
原案のとおり承認 

〃 
〃 
〃 

 
〃 

 
第 225 回 

令和 8 年 3 月 25 日 
出席 評議員 15名 

監 事 1 名 

１ 令和７年度共同募金実績及び助成決定(案)に
ついて 

２ 令和７年度補正予算(案)について 
３ 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）に

ついて 
４ 次期役員の選任について 

原案のとおり承認 
 

〃 
〃 
 

原案のとおり選任 

 

イ 理事会の開催〔定数 １５名〕 

【任期：令和７年６月２６日から令和８年度の決算に関する定時評議委員会終結の時まで】 
 

開催日時等 審   議   事   項 結   果 

第 291 回 
令和 7 年 6 月 9 日 
出席 理事 11 名 

監事  2 名 

１ 令和６年度事業報告及び決算（案）について 
２ 次期役員選任候補者の決定について 
３ 次期配分委員会委員の選任について 
４ 定款の変更について 
５ 役員等報酬規程の改正について 
６ 旅費規程の改正について 
７ 評議員選任・解任委員会運営規程の改正につ

いて 
８配分委員会設置・運営規程の改正について 
９鳥取県共同募金会災害支援制度の改正につい

原案のとおり承認 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 

〃 
〃 

akayamam
鉛筆
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て 
10 第２２３回評議員会の開催について 
11 次期評議員選任・解任委員会委員の選任及び

委員会の開催について 
12 次期評議員選任候補者の決定について 
13 令和７年度鳥取県共同募金会会長表彰・感謝

の受賞者の決定について 

 
〃 
〃 
 

〃 
〃 

 
第 292 回 

令和 7 年 6 月 26 日 
出席 理事 10 名 

  監事  1 名 

 
 
１ 正副会長及び常務理事の選任について 

会長 児嶋祥悟 
副会長 林由紀子 
    藤井喜臣 
常務理事 

藤井喜臣 

 
 

第 293 回 
令和 7 年 7 月 17 日 
出席 理事 

会場  6 名 
Web   4 名 

     監事   1 名 

１ 令和７年度共同募金に係る助成計画（案）及
び目標額（案）について 

２ 令和７年度つかいみちを選べる募金助成事
業取扱要領（案）について 

３ 令和６年度災害への災害等準備金の追加拠
出について 

４ 令和７年度災害等準備金積立金取崩し金助
成計画（案）について 

５ 役員選任候補者の推薦について 
６ 第２２４回評議員会の開催について 

原案のとおり承認 
     

〃 
 
    〃 
       

 〃 
    〃 
    〃 
      〃 

第 294 回 
令和 8 年 3 月 12 日 
出席 理事  12 名 

監事  1 名 

１ 令和７年度共同募金実績及び助成決定(案)
について 

２ 令和７年度補正予算(案)について 
３ 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）に

ついて 
４ 次期役員選任候補者について 
５ 第２２５回評議員会の開催について 
６ 次期評議員選任候補者の推薦について 
７ 評議員選任・解任委員会委員の開催について 

原案のとおり承認 
 

〃 
〃 
 

〃 
〃 
〃 
〃 

 

ウ 評議員選任・解任委員会の開催〔定数 ５名〕 

 【任期：令和７年６月２６日から令和１０年度の決算に関する定時評議委員会終結の時まで】 
 

開催日時等 審   議   事   項 結   果 

令和 7 年 6 月 26 日 

出席委員 4 名 
１ 次期評議員の選任について 原案のとおり選任 

令和 7 年 3 月 29 日 

【書面開催】 
１ 後任評議員の選任について 原案のとおり選任 
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エ 配分委員会の開催〔定数 １１名〕 

 

【任期：任期：令和７年６月２６日～令和９年６月２５日まで】 
 

開催日時等 審   議   事   項 結   果 

第 1 回 

令和 7 年 7 月 8 日 

福祉人材研修センター 

出席 委員 10名 

１ 令和７年度共同募金助成計画及び助成計

画に基づく目標額（案）について 

２ 令和７年度中央競馬馬主社会福祉財団助

成事業の推薦について 

３ 令和７年度ＮＨＫ歳末たすけあいスケジ

ュールについて 

４ 災害等準備金積立金取崩し金助成事業

（案）について 

５ 令和７年度つかいみちを選べる募金助成

事業取扱要領（案）について 

６ 令和７年度特別助成事業及び赤い羽根パ

ートナーと創る新たな助成事業について

（案） 

７ 令和６年度能登半島地震への災害等準備

金の追加拠出について 

原案のとおり承認 

 

９事業を推薦決定 

 

原案のとおり承認 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

 

〃 

 

現地実態調査 

令和 7 年 10 月 2 日 

   出席 委員 11 名 

令和７年度ＮＨＫ歳末たすけあい助成に

係る申請施設実態調査 

（中部 １、西部 ２） 

３施設を訪問・調査 

第 2 回 

令和 7年 10月 16日 

ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心 

出席 委員 10 名 

１ 令和７年度「つかいみちを選べる募金」

助成事業について 

２ 令和７年度ＮＨＫ歳末たすけあい助成申

請事業について 

３ 赤い羽根・物価高騰下いのちをつなぐ支

え合いキャンペーン助成について 

４ 令和７年８月豪雨水害における熊本県共

同募金会への災害準備金の拠出について 

６団体を承認 

 

３団体を承認 

 

９団体を承認 

 

原案のとおり承認 

第 3 回 

令和 8 年 3 月 5 日 

福祉人材研修センター 

出席 委員 11 名 

１ 令和７年度共同募金助成決定(案)につい

て 

２ 令和８年度共同募金運動(案)について 

原案のとおり承認 

 

〃 

 

オ 監事会の開催 

【任期：令和７年６月２５日から令和８年度の決算に関する定時評議委員会終結の時まで】 
 

開催日時等 監  査  事  項 結   果 

令和 7 年 5 月 27 日

福祉人材研修センター 

出席 監事 2 名 

１ 令和６度業務及び予算の執行状況 

２ 令和６年度末における資産の状況 

指摘事項なし 

純資産の状況 

 48,526,935 円 

 

（２）中央、ブロック会議等への参加    

中央共同募金会が主催する会議に参加し、共同募金運動の一層の円滑な運営を図る

ための情報共有、意見交換に努めた。 
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また、児嶋会長が中央共同募金委員会における各県の共同募金会を代表する一人と

して評議員会に出席した。 

【任期：令和７年６月１９日から令和１０年度の決算に関する定時評議委員会終結の時まで】 

会  議  ・  研  修 期  日 開催地 出席者 

 

 

中央会議 

 

 

・中央共募第 204 回評議員会 

・中央共募第 205 回評議員会 

・中央共募第 206 回評議員会 

6 月 19 日 

10 月 15 日 

3 月 6 日 

欠席 

書面 

欠席 

会 長 

・第１回都道府県共募常務理事・事務局長会議 

 

・第２回都道府県共募常務理事・事務局長会議      

7 月 22 日

～23 日 

2 月 10 日 

東京都 

 

欠席 

事務局長 

・都道府県共同募金会職員会議 

 

・都道府県共同募金会職員研修会 

4 月 24 日

～25 日 

11 月 7 日  

～8 日 

東京都 

 

欠席 

職 員 

第１回都道府県共同募金会オンラインサロン 

第２回都道府県共同募金会オンラインサロン 

第３回都道府県共同募金会オンラインサロン 

第４回都道府県共同募金会オンラインサロン 

9 月 4 日 

12月 12日 

1 月 23 日 

2 月 13 日 

ｵﾝﾗｲﾝ 

ｵﾝﾗｲﾝ 

不参加 

ｵﾝﾗｲﾝ 

職 員 

中・四国

ブロック 

・中・四国ブロック常務理事・事務局長会議 

 

・中・四国ブロック職員会議 

10 月 22 日 

～23 日 

8 月 21 日 

  ～22 日 

徳島県 

 

愛媛県 

事務局長 

 

職 員 

 

（３）市町村共同募金委員会との連携 

  ア 担当者会議の開催 

    ＜第１回＞ 

 期  日 令和７年８月２０日（水）14:00～15:30 

    場  所 倉吉体育文化会館（小研修室） 

    出席者数 １６市町村・２０名 

    内  容 事業方針 

          ・令和７年度共同募金運動実施について 

          ・令和７年度共同募金助成計画・目標額について 

           

事務説明 

・災害等準備金取崩し金助成事業について 

・令和７年度生活困窮者への緊急支援活動について 

 

報告事項 

 ・第１４回赤い羽根全国ミーティングに参加して 

 ・県共同募金会長表彰及び感謝の受賞者について 

 

意見交換 

・各市町村共募購入・作成資料について 
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＜第２回＞ 

 期  日 令和８年２月２６日（木）13:30～15:30 

    開催方法 オンライン 

    出席者数 １９市町村・２０名 

内  容 事務説明 

・令和７年度の募金実績・助成決定(案)について 

・年度替わりの事務作業について 

・防犯ブザーの頒布について 

・郵便局窓口への募金箱設置について 

 

意見交換 

 ・しおりの活用について 

 ・ネット寄付について 

 ・自治公民会へのアプローチについて 

 ・募金実績について 

 ・担当者会議の資料について 

 

イ 募金運動資材の調達  

    募金運動資材を次のとおり作成・購入し、運動の効果的な実施を図った。 
 

目的別 資 材 名 数 量 金額(円) 

広 報 

ポスター 

壁新聞 

ステッカー・シール 

1,703 枚 

434 枚 

547 枚 

34,109 

13,020 

13,558 

計 60,687 

運 動 

啓 発 

チラシ 

ガイドブック・パンフレット 

据置式等募金箱（附属品等を含む） 

簡易式募金箱（職場募金等用） 

ドラえもん組み立て式募金箱・ワッペン 

189,400 枚 

156,388 部 

62 個 

142 個 

12､806 枚 

583,352 

556,577 

98,065 

12,780 

262,160 

計 1,512,934 

返 礼 

赤い羽根 

絆創膏 

募金バッジ（本会オリジナル含む） 

ボールペン・クリアファイル など 

割箸、しおり など 

エコバッグ 

赤い羽根ロゴ入りストラップ 

2,786 枚 

200 ｾｯﾄ 

4,955 個 

4,180 個 

151,310 枚 

752 枚 

51 本 

651,457 

6,400 

642,880 

304,194 

491,074 

69,920 

17,850 

計 2,137,534 

送 料 136,305 

合 計 3,893,701 
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２ 募金活動の推進 

（１）募金目標額の設定と募金実績 

   令和７年度は、目標額９５，０００千円（前年対比 88.6％）を掲げ、戸別募金や法

人募金に取り組むとともに、中央共同募金会が主唱する全国キャンペーンにも参加し

て募金額の確保に努めたところ、募金実績は１０３,５９４千円（同 90.1％）となっ

た。 

                                 （単位：円） 

種  別 目標額 実績額 達成率 前年度実績額 

一般募金 95,000,000 86,493,208 91.0％ 109,371,014 

地域歳末たすけあい募金 18,084,000 17,137,655 94.8％ 17,400,812 

ＮＨＫ歳末たすけあい 1,916,000 2,217,915 115.8％ 1,833,431 

計 115,000,000 105,848,778 92.0％ 128,605,257 

 

（２）一般募金の取組み 

 １０月１日から実施した赤い羽根の共同募金運動は、昭和２２年に「国民たすけあ

い運動」として始まり今年が第７９回を数える。 

助成計画及び募金目標額に基づき地域福祉活動を支援するための募金運動として展

開するとともに、中央共同募金会が主唱する全国共通助成テーマとも協調しながら、

地域課題である社会的孤立の解消に向けた募金活動を推進した。 

また、市町村共同募金委員会での企業・会社訪問のほか、本会としても金融機関や

一般企業に対して法人募金への協力を呼びかけた。 

 

  【全国共通助成テーマ】 

「つながりをたやさない社会づくり  ～ あなたはひとりじゃない ～ 」 

 

（３）つかいみちを選べる募金助成（平成２８年度から） 

   福祉課題を解決するため地域で活動している団体が本会と協働して、直接必要性を

広く県民に訴え、助成先を選択して寄付をしていただく募金活動「つかいみちを選べ

る募金」に継続して取り組んでいる。 
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【取組内容】 

  運動期間：令和８年１月１日～３月３１日 

実施団体：県下全域で福祉活動を推進している非営利の団体 

(単位：円) 

団 体 名 募金事業名 申請額 実績額 助成額 

（公社）とっとり 

被害者支援センター 
犯罪被害者等支援事業 1,000,000 1,227,606 1,350,000 

（特非）こども未来 

ネットワーク 

子どもの笑顔発見プロ

ジェクト２０２６ 
350,000 512,941 564,000 

とっとり子どもの居

場所ネットワーク 

“えんたく” 

こども食堂対象文化芸

術体験事業 
300,000 28,567 31,000 

鳥取県腎友会 

慢性腎臓病の予防の推

進と慢性腎臓病患者へ

の情報発信 

400,000 349,500 384,000 

鳥取県福祉研究学会 
福祉研究学会２０周年

事業 
200,000 321,473 353,000 

（一社）鳥取県障が

い者スポーツ協会 

20 の障がい者スポーツ

競技団体の活動支援 
1,790,000 601,567 661,000 

計 4,040,000 3,041,654 3,343,000 

 

（４）税制上の優遇措置の取扱い 

租税特別措置法施行令に基づく税額控除に係る証明書（鳥取県知事通知） 

〔証明有効期間：令和４年６月１７日～令和９年６月１６日まで〕 

減税措置の周知 

    ・募金ボランティアの手引きの作成 

   ・企業向け説明資料、チラシの作成 

    ・日本海新聞へ掲載（令和７年９月３０日） 

    ・本会ホームページへ掲載  
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３ 寄付金による助成 
   市町村共同募金委員会に寄せられた募金及び中央募金会経由で本会に寄付された募

金１件の募金額の７０％を地域助成枠として助成し、残りの３０％とその他の本会の

募金額を加えた額を広域助成枠として、助成計画に基づいて民間社会福祉施設や県域

民間福祉団体に対し助成した。 

 

（１）助成決定 

  寄付金の助成は本会配分委員会に諮り、理事会並びに評議員会の承認を経て決定した。 

(単位：円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（２）歳末たすけあい運動 
 
   地域・ＮＨＫ歳末たすけあいの運動を１２月１日から１ヵ月にわたって実施した。 

地域歳末たすけあい運動による寄付金の助成は、市町村ごとに、年末の時期に実施

される地域・在宅福祉サービス事業に対し助成され、またＮＨＫ歳末たすけあい運動

による助成については、施設利用者の文化活動等の充実のための事業へ助成した。 

 

ア 地域歳末たすけあい運動 

   市町共同募金委員会と市町社会福祉協議会等の団体が共催で１２月３１日まで実施

し、これに支援・協力した。 

実施市町：１７市町共同募金委員会・社会福祉協議会 

 

イ 第７４回ＮＨＫ歳末たすけあい運動 

   ＮＨＫ、ＮＨＫ厚生文化事業団、中央共同募金会が主催し、本会、ＮＨＫ鳥取放送

局、各銀行・農協・漁協・郵便局、他が窓口となって、１２月１日から１２月２５日

までの間実施し、３団体に対し助成した。 
 

区  分 配分額 

一般募金 

広域助成 

（福祉施設、県域団体、つかいみち、等） 
9,717,000 

地域助成 

（地域福祉活動、福祉施設、ＮＰＯ、等） 
62,765,920 

計 72,482,920 

歳末たすけあい募金 

地域歳末たすけあい助成 17,137,655 

ＮＨＫ歳末たすけあい助成 742,000 

計 17,879,655 

本会・市町村共同募金委員会運動経費 15,486,203 

合    計 105,848,778 
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助成額：次表の通り 

 

【事業区分２】障がい児・者または児童に対する支援 ４/５以内 上限２０万円 （単位：円） 

NO 団体名 事業内容 経費内訳 

１ 

特定非営利活動法人 

創造 

 理事長  

   清水 雅文 

     （倉吉市） 

【利用者工賃工場に向けた備品整備事業】 

 

 定員２０人（現員１７人）の B 型作業所で、

企業等からの軽作業が主。他給食、農福連携

での作業、また農作業として給食の食材に使

う根菜を作っている。現在使用中の作業机は

20 年以上経過、大きさ高さも違いなんとか組

み合わせて作業している。作業机を整備する

ことでスムーズに効率よく取り組め、サービ

ス向上と工賃増を目指せる。 

作業用テーブル 5 台 

椅子 12 脚 

事業総額 助成額 

180,810 140,000 

２ 

特定非営利活動法人 

あおぞら 

 理事長  

  瀬田 智子 

     （米子市） 

【意思疎通のためのタブレット整備事業】 

 

 聴覚に障がいのある利用者が 2 名あり、手

話のできる職員もいないため、口話、筆談等

で意思疎通に努めてきたが、詳細な説明や報

告等に不便を感じていた。音声文字変換ので

きるタブレットにより、スムーズな意思疎通

を図ることができる。 

タブレット（iPad） 

事業総額 助成額 

58,800 40,000 

     

【事業区分３】 福祉団体や施設等の利用者の安心・安全のため緊急に実施しなければならない事業 

                            ４／５以内 上限５０万円   

  （単位：円） 

NO 団体名 事業内容 経費内訳 

３ 

特定非営利活動法人 

淀江作業所 

理事長 榧野せつ子 

（米子市） 

【利用者が安心・安全な作業、生活を送るた

めのエアコン購入事業】 

 利用者は作業室と食堂等間続きになってい

る場所で休憩や食事、作業を行っている。2012

年度に食堂に NHK 歳末たすけあいでエアコン

設置。作業室は 2007 年度縦型エアコン設置。

耐久年数が過ぎ冷暖房の効きが悪い。2025 年

6 月熱中症対策の義務化のため、作業所に大型

エアコンを取付け作業の効率化を図りたい。 

エアコン新規購入 

工事費用 

事業総額 助成額 

698,500 500,000 

614,000 490,000 

 

（３）本県出身のハンセン病療養所入所者へのお見舞い 

 

 見舞金の贈呈 

 

贈  呈  先 本県出身者数 見舞金額（円） 

長 島 愛 生 園（岡山県） 2 名 20,000 
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（４）災害見舞金の交付 

   火災及び自然災害により住宅破損又は人的被害を被った県民に対し、市町村共同 

募金委員会を通じて見舞金を贈った。              (単位：千円) 

市町村 全 焼 半 焼 
全 

壊 

半 

壊 
死 亡 合  計 

鳥取市 ８ １６０       ２ ２０ １０ １８０ 

米子市 ９ １８０       ２ ２０ １１ ２００ 

倉吉市 ２ ４０ ２ ４０       ４ ８０ 

北栄町 １ ２０         １ ２０ 

琴浦町 ２ ４０         ２ ４０ 

大山町 ４ ８０ １ ２０     １ １０ ６ １１０ 

日南町 １ ２０         １ ２０ 

日野町 １ ２０         １ ２０ 

合 計 ２８ ５６０ ３ ６０     ５ ５０ 

 

３６ 

 

６７０ 

 

（５）災害等準備金積立金取崩し金助成状況 

ア 「安心・安全なまちづくり支援事業助成」防犯ブザーの贈呈事業 

 

    共同募金創設６０周年を期して設定された全国共通配分テーマ「地域の安心・安

全の暮らしを住民とともにつくる活動の支援」を継承し、「安心・安全なまちづくり

支援事業助成」として、子ども達の防犯意識の芽生え・意識付けを目的に株式会社

エフエム山陰と協働して鳥取県小学校長会、鳥取県特別支援学校長会へ防犯ブザー

計４，３００個を贈呈した。 

      

① 贈呈式 

日 時：令和８年３月２４日（火） 

会 場：県教育長室 

出席者：県教委  足羽教育長、山本体育保健課長 

県共募  藤井副会長、磯田配分委員長 

ＦМ山陰 石橋専務取締役放送事業局長 

 

② 防犯ブザー   計４,３００個 

    （内訳）鳥取県小学校長会 ４,２０４個、鳥取県特別支援学校長会 ８５個  

予備 １１個 

 

③ 助 成 額   ８０４，１００円 
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（６）共同募金以外の寄付による助成 

ア 企業等からの寄付 

企業等から寄託された共同募金以外の寄付金の受入と助成を行った。 

                               （単位：千円） 

寄付者 寄付額 助 成 先 助成額 助成内容 

プロゴルフ協議会 

「Hitachi 3 Tours 

Championship 

2023」 

〔R７.3.8 受入〕 

200 

社会福祉法人倉

吉東福祉会 

母子生活支援施

設倉明園 

200 

令和 7 年 10 月 18 日（土）から 19

日（日）にかけて、香川県にて「倉

明園 親子一泊旅行」を実施。園内

での交流を深め、親子で一緒に楽し

い時間を過ごすことを目的に、１３

世帯中１１世帯（利用母児童 32 名、

職員 5 名）計 37 名が参加した。 

篠原欣子記念財団 

「高齢者交流及び居

場所づくり事業」 

 

〔R７.3.15 受入〕 

957 

公益社団法人 

鳥取県老人 

クラブ連合会 

957 

世代間交流イベントの開催 

期  日 令和７年 8 月 2 日（土） 

場  所 エースパック未来中心 

参加人数 300 名 

「三菱電機

SOCIO-ROOTS 基金」 
135 

社会福祉法人光

徳子供学園 
85 

備品等整備（購入）事業 

電気ストーブ５台 

社会福祉法人鳥

取こども学園 
50 

備品等整備（購入）事業 

クリーナー１台 

合  計 1,292      ４件 1,292  

 

イ 生活困窮者への緊急支援活動全国キャンペーン 

市町村社会福祉協議会又は生活困窮に関する相談事業を実施する法人及び団体で本県

内で活動するものがポスト社会にあって困難を抱えた人たちの相談を行う際に、緊急的

に配布する必要がある食料品や日用品等の購入等に対して助成を行った。 

                                 （単位：円） 

助成事業者 
【事業名】 

事 業 内 容 
総事業費 助成額 

社会福祉法人 

琴浦町社会福祉協議会 

【生活用品支援事業】 

 一時的に生活困窮者等の世帯にあって、必要

な生活用品を提供することで、自立への支援と

適切な制度や支援につなぎ、行政やその他の関

係機関との連携により地域での自立を目指し

た継続的な相談支援を行う。 

＜提供する生活用品＞ 

トイレットペーパー、町指定ゴミ袋 

127,500 120,000 
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社会福祉法人 

南部町社会福祉協議会 

【生活困窮者を対象とした相談事業及び食料

配布事業】 

 自立支援機関に繋がった生活困窮者に対

し緊急的に必要と判断した場合、迅速に必要

な食料品を提供することができるよう、缶詰

やレトルト食品などを購入する。 

 自立支援機関の相談に繋がらない要支援

者への訪問時にも持参する。 

106,445 100,000 

社会福祉法人 

鳥取市社会福祉協議会 

【コロナ特例貸付返済および生活についての

相談会】 

 コロナ特例貸付フォローアップ支援事業

のなかで、貸付金の返済やお金にかかわる生

活問題の相談を行う。また、食料品や生活用

品を配布し生活課題解決の支援を行う。 
402,960 150,000 

社会福祉法人 

境港市社会福祉協議会 

【物価高騰下における生活用品配布を通じた

アウトリーチ・相談支援事業】 

 新型コロナ特例貸付フォローアップ支援

事業の対象者へ訪問によるアウトリーチや

来所による面談を行い、生活状況の把握、生

活課題への対応を行うとともに、市内指定ご

み袋をお渡しし、物価高騰下の生活維持を支

援する。 

512,100 500,000 

社会福祉法人 

みその児童福祉会 

社会的養護自立支援拠

点事業所 米子みその

らいと 

【社会的養護経験者等若者を対象とした相互

交流、相談事業及び食料配布事業】 

 生活困窮者に対する食料支援を行う。様子

伺い実施時に生鮮食品を配布する。 

また、社会的養護経験者等の米子みそのら

いとが繋がっている若者に対して、必要な支

援を適切につなぎ、孤立を防ぎ、互いに情報

共有ができる交流の場や自立を促す機会と

して調理実習を行う機会を提供する。 

200,000 200,000 

社会福祉法人 

八頭町社会福祉協議会 

【生活困窮者バックアップ事業】 

 要支援者への食品提供が週末や休日など      

にも柔軟に提供できるよう食料品のストック

を整備する。また、電気を止められた世帯の

調理支援。 

340,719 340,000 
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社会福祉法人 

湯梨浜町社会福祉協議

会 

【生活困窮者を対象とした食料配布及び調理

支援事業】 

生活困窮者に対し、食料の提供により食事

支援を行う。また、調理器具を持っていない

（もしくは使用できない）方に対して状況に

あった調理器具の貸出しを行い、調理できる

環境を整える。 

100,000 100,000 

こども食堂とみん

なの居場所ほっとここ 

【生活困窮食事支援・社会参加居場所作りのイ

ベント開催事業】 

物価高騰に伴い、困窮し食生活栄養面での

不足・不安を改善する為の食事を通した支

援。 

コロナ禍で地域との連携がとれなく社会

参加が出来ず孤立する人達の居場所づくり

としてのクリスマスイベントを開催する。 

173,420 110,000 

鳥取おやこ劇場 

【鳥取おやこ劇場第 312 回例会「＃ TWO 

INSTANTS」公演】 

生活に困窮している家庭を当イベントに

招待し、音楽を通じて楽しい時間を過ごし親

子で明るい気持ちになってもらうこと。ま

た、感受性を豊かに育てることを目的として

いる。 

220,000 200,000 

合  計 助成件数９件 2,183,144 1,820,000 

 
 

ウ モデル事業の実施 
 

令和５年度に、本年度から３か年度に渡り共同募金運動の活性化と共同募金会の機

能強化に取り組むモデル事業として中央共同募金会に採択された「赤い羽根パートナ

ーと創る新たな助成事業」を実施した。 

 

① 事業の概要 

毎年、書面による案内やホームページの掲載により助成事業を公募しているが、

過去に助成を受けた団体からの応募が多くみられ真に助成を必要としている団体

に届いていないことが懸念されている。 

このため、「ＮＰＯ法人鳥取県障がい者就労事業振興センター」や「とっとり県

民活動活性化センター」と連携して助成事業の周知、助成申請の作成支援、助成

効果の検証など本会職員が行っている業務の一部を委託している。併せて、助成

を受けた団体に対しては助成額の１０％程度を目標として募金への協力を要請す

る。 

 

② 助成の概要 

ア 助成額：上限２０万円（緊急性・必要性のある備品等の購入は５０万円） 

イ 助成内容 

㋐ 助成対象団体 

非営利活動を目的として設立された法人及び団体で、鳥取県内で活動する

もの。 
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㋑ 対象事業  

＜ＮＰＯ法人鳥取県障がい者就労事業振興センター＞ 

障がい者が利用する就労系福祉サービス事業所であって、障がい者の収入

や職員の支援力の向上等に資する活動 

 

  ＜とっとり県民活動活性化センター＞ 

   ボランティア活動、地域づくり活動、NPO 活動を担う団体等が行う地域福

祉・社会福祉を目的とする事業 

 

㋒ 対象期間 令和７年１２月３１日（木）までに実施される事業 

㋓ 対象経費 事業の趣旨及び目的に合致し、経費として特定できるもの 

㋔ 申請方法「赤い羽根パートナー」が受付し形式審査を経た後に本会へ郵送 

㋕ 申請期限 令和７年５月３１日（日）     

ウ 助成を受けた団体は、共同募金運動に協力するものとし、助成額の１０％相当

額を募金目標額として活動する。    

エ 赤い羽根パートナーには、連携・協力に対して助成総額の１０％を支払う。 

 

③ 助成結果 

（単位：円）  

 

助成事業者 

【事業名】  

総事業費 

 

助成額 
事 業 内 容 

鳥取県就労継続支援

A 型事業所協議会 

【より良い A 型事業所を目指すため 

         の研修と視察事業】 

 A型事業所の使命、経営について考え、

廃業、解雇しないで持続可能な事業所を

目指し、鳥取県の A 型事業所の健全な発

展と障がい者の生きがいや幸せに繋が

るよう研修を行う。 

200,000 200,000 

特定非営利活動法人

とっとり未来 

【業務効率向上を図るための機器整備

事業】   

 パソコン２台を新しいものにするこ

とで業務効率改善を行い、工賃工場を図

る。 

380,000 380,000 

特定非営利活動法人

スペル 

【利用者トイレ扉改修事業】 

 「明日葉」は利用者の 80％以上が発

達障がいの方であり、こだわりから扉を

強く閉められる。多くの方が大きな音に

反応し不安になられるため扉がオート

で閉まるものに変える。 

270,000 270,000 

特定非営利活動法人

気多の櫂 

【作業負担軽減に向けた設備改修事業】 

 流しが小さく、洗い物をする利用者さ

んの衣服や足元が濡れたりして、洗いに

くさを感じている。排水溝のつまること

が危惧されることから、より大きなシン

クの整備を行う。 

100,000 100,000 
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特定非営利活動法人

フェリース 

【「フェリース」除雪機配備事業】  

 現在除雪機がなく、専門業者に頼むか

自力で除雪をしている。除雪負担軽減と

ともに利用される障がい者及びカフェ

のお客様のため除雪機を配備した。 

510,000 500,000 

夢現の風 

【利用者の熱中症予防に向けた環境対

策整備事業】 

 古いエアコンが老朽化により使用が

できないため新しいエアコンの購入。 

150,000 150,000 

三柳団地２区自主防

災会 

【SEE 防災プロジェクト（多世代・障が

い者による支え愛の防災地域づくり）

「誰一人取り残さない防災プロジェク

ト」】 

 障がい者を含む多くの住民が楽しく

防災を学習できる防災フェスティバル

を開催し、組織間の交流をするととも

に、多世代交流と防災知識の普及をの句

的とした高齢者サロン会と子ども会の

合同行事を開催し、地域住民の通常時の

相互見守りや災害時の避難支援の啓発

を行う。 

200,000 115,000 

要約筆記の会「虹」 

【難聴者に要約筆記を行うためのパソ

コンおよび書画カメラの購入】 

 難聴者・中途失聴者へ要約筆記を行う

パソコンのサポート期間が終了する。

Windows11 搭載のパソコンを購入し、難

聴者に安心して会議等開催してもらい、

社会参加を支援していきたい。 

140,000 140,000 

特定非営利活動法人

ねっこ 

【利用児童の基本的なパソコン操作ス

キルの向上に向けた機器整備事業】 

パソコンやパソコン操作に興味のある

児童がいるが、使用できるパソコンがな

い状態。ノートパソコンを導入して、活

動に取り入れることでタイピングや調

べもの学習などの知識がつくと共に、主

体的に学ぶ姿勢が身につくようになる。  

200,000 200,000 

一般社団法人結夢

（ドリーム） 

【利用者の作業環境整備事業】 

仕切りがないただ広い空間で作業して

いるため、どの利用者の特性に対応でき

るようパーテーションで仕切り、一目を

気にせず作業に集中できるような空間

づくり。 

200,000 200,000 
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日吉津村今吉自治会

（交流部） 

【交流部主催 誰でも e スポーツ体験

会、防災研修会】 

令和７年９月１１日に防災対策の一環

として年配層をメインとし、日々の生活

に重きを向け役場職員を講師に迎え防

災研修会を実施。 

150,000 
150,000 

 

青少年社会生活支援

団体 Amazing! 

【こども防災キャンプ】 

災害発生時、助けること、助けてもらう

ことを実践するためには、普段から地域

の人に挨拶すること、交流することが大

切であることを感じてもらい、この交流

の広がりが地域活性化の一助にもなる。 

70,000 36,338 

合  計 助成件数 12 件 2,57,000 2,441,338 

 

４ 広報・啓発活動の推進 
 

共同募金運動の趣旨の理解を得るため、開始にあたっての広報、寄付金の使途について

の周知等、年間を通じて広報活動に努めた。 

（１）初日行事・赤い羽根 空の第一便メッセージ伝達式の実施 

日 時：令和７年１０月１日（水）10:00～10:30 

場 所：鳥取砂丘コナン空港コナンホール 

内 容：ＡＮＡ（全日本空輸(株)）の協賛、鳥取市共同募金委員会との協働により

「第６４回赤い羽根空の第一便メッセージ伝達式」を開催し、厚生労働大臣、

中央共同募金会長のメッセージの伝達を受けた。 

  

（２）街頭募金の実施 

市町村共同募金委員会において適時街頭募金活動等を実施した。 

 

（３）郵便局窓口への募金箱の設置 

   郵便局内に募金箱を設置し、共同募金運動に協力することを目的とした合意書を、

昨年度の日本郵便株式会社鳥取郵便局長及び因幡地区連絡会地区統括局長に加え新た

に伯耆地区連絡会地区統括局長とも締結し、県下の７９局に協力をいただいた。 

 

設 置 期 間：令和７年１０月１日～１２月３１日  

設置郵便局：合計７９局 

  募金実績額：５７，８６１円  

 

（４）戸別配布用チラシの作成 

   「令和６年度共同募金結果報告・令和７年度募金依頼」チラシを作成し、県内各世

帯に配布した。また、裏面には各市町村共同募金委員会が募金計画、地域福祉事業助

成金の使途状況を掲載し、募金運動の理解が一層進むよう努めた。 

    作成部数 １８９，４００部 

    

（５）報道機関へテレビ・ラジオスポット放映・放送の素材提供 

   中央共同募金会が作成した広報資材を各報道機関へ提供するとともに、報道機関

（テレビ局７社、ラジオ局１社）、県遊技業協同組合に対し放映・放送の協力を依頼

した。     
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（６）地方新聞紙面への広告掲載 

   共同募金運動の普及、助成の公表並びに県民への幅広い呼びかけを行うため、日本

海新聞に広告を掲載した。 

令和７年４月２９日 令和５年度共同募金へのお礼並びに実績報告（全 5 段広告）  

令和７年９月３０日 新日本海新聞社の協力による協賛による公告掲載（全 5段広告）  

令和６年度共同募金運動への協力依頼、募金目標額、助成事業紹介など 

 

（７）赤い羽根データベース「はねっと」の活用 

   共同募金会助成金の活用事例や助成事業について、写真や受給者からの感謝のこと

ばなどを掲載し、寄付者等に対する情報公開に努めた。 

 

（８）助成結果の公表 

   被助成施設・団体に対してＰＲ活動並びに運動への協力を要請するとともに、寄付

金助成により事業を実施したことの公表及び表示の徹底に努めた。 

   ・赤い羽根共同募金助成表示・周知について「助成表示要領」の配布   

   ・赤い羽根シール等助成表示資材の配布  

 

（９）その他 

   ・ホームページにおいて助成申請の案内、募金実績の報告、税制上の優遇措置など

を広報 

・県市町村社会福祉協議会発行の広報紙へ運動結果等を掲載 

   ・共同募金ポスターパネル、募金箱等の貸出 

 

５ 企業との連携強化 
 
（１）自動販売機を活用した募金寄付 

  ア 自動販売機型募金箱「ハートフルベンダー」の設置 

 設置台数：４台（福祉人材研修センター、小波浜自治会、ビーハート中海営業

所、大山ガーデンプレイス） 

募金実績：５１，２２２円（令和６年１１月～令和７年１０月） 

 

  イ 「鳥取県共同募金会支援自動販売機」の設置(株式会社戸信) 

     売上げの一部が寄付となる共同募金会支援機能付き自動販売機を設置 

設置台数：８台（鹿野町総合福祉センター、(株)清水、倉吉福祉センター、稲

葉山地区公民館、生涯学習センター(2)、城北地区公民館、

豊美地区公民館） 

     募金実績：４５，８１１円（令和６年１１月～令和７年１０月） 

 

（２）ＡＮＡによる募金箱の設置協力 

   ＡＮＡ（全日本空輸(株)）の協力により、鳥取・米子空港及び空港内店舗に募金箱

を設置するとともにポスターを掲示し、共同募金運動の広報に努めた。 

                    （単位：円） 

協 力 企 業 名 金 額 

全日本空輸株式会社鳥取空港所 2,732 

全日本空輸株式会社米子空港所 672 

ＡＮＡＦＥＳＴＡ株式会社鳥取店 － 

ＡＮＡＦＥＳＴＡ株式会社米子店 621 

         計 4,025 
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６ 災害等準備金及び災害たすけあい運動 

 

（１）災害等準備金の運営 

   募金実績の３％を３年間積み立て、災害救助法が適用される大規模災害の発生に対

応した。 

   なお、準備金は４年目に取崩し助成要綱に基づき対象事業に助成する。 

 ア 災害等準備金積立状況 

令和７年度積立額      ３,１７０,０００円 

令和７年度末総積立額 １０,５３０,０００円(令和４年度～令和６年度積立分) 

 

イ 豪雨災害等に係る災害等準備金の拠出 

    令和７年度においては災害等準備金から以下のとおり拠出した。 

     能登半島地震災害 ３５０，０００円 

     ８月豪雨熊本   ２８０，０００円 

 

（２）義援金の取り次ぎと送金 

大雨等の自然災害による義援金の募集に応じ、市町村共同募金委員会を通じて義

援金の取りまとめと被災県への送金を行った。 

                         

義 援 金 名 金 額 

令和６年能登半島地震災害義援金 

427, 588 円 

内、本会扱い分 

  36,589 円 

令和７年佐賀関大規模火災義援金 

令和６年能登豪雨災害義援金 

大船渡市赤崎町林野火災による災害義援金 

                      

 
７ 顕彰事業 

共同募金会事業に功績のあった者に対し表彰状等を贈呈した。 

 

（１）県共同募金会会長表彰 

   ア 優良地区・団体（５団体） 

     母子生活支援施設ブルーインター、認定こども園倉吉幼稚園、琴浦町立東伯中

学校、琴浦町立赤崎中学校、鳥取県立琴の浦高等特別支援学校 

   イ 奉仕者（２名） 

     吉田明広（境港市）、田口俊介（境港市） 

 

（２）県共同募金会会長感謝 

   ア 団体(４団体) 

     （株）新日本海新聞、鳥取ガス（株）、鳥取ガス産業（株）、 

真言宗鳥取青年教師会 

   イ 個人（２名） 

         野嶋明夫（米子市）、浅野智恵子（境港市） 

 

（３）県知事表彰（１団体） 

   共同募金運動奉仕功労団体   倉吉市立上灘小学校（倉吉市） 
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（４）中央共同募金会会長表彰 

    該当なし 

 

（５）厚生労働大臣表彰 

共同募金運動奉仕団体 社会福祉法人みのり福祉会 みのり保育園（倉吉市） 

 
８ 民間資金助成事業への協力 
  

（１）（公財）中央競馬馬主社会福祉財団助成事業の推薦 

 交付枠：６,８４０千円  助成成件数：９団体 

                                (単位：千円) 

法 人 名 
助成内容 推薦額 助成額 

施設の種類・名称 

社会福祉法人 光生会 
断裁機の購入 690 690 

米子ワークホーム 

社会福祉法人 境港福祉会 入浴用キャリーの購

入 
250 250 

夕日ケ丘二番館 

社会福祉法人 ひまわり福祉会 園庭遊具（砂場）の購

入 
330 330 

ひまわり保育園  

特定非営利活動法人 支援セン

タークローバー トイレ改修工事 400 400 

クローバー 

社会福祉法人 光徳子供学園 
飼育小屋新設  700 700 

光徳子供学園 

特定非営利活動法人 リカバリ

ーポイント 防火改修工事 1,470 1,470 

鳥取ダルク 

特定非営利活動法人 ぴのきお 
福祉車両の購入 1,000 1,000 

ぴのきお 

特定非営利活動法人 まーる 
福祉車両の購入 1,000 1,000 

まーる 

特定非営利活動法人 さざなみ

作業所 送迎用車両の購入 1,000 1,000 

さざなみ作業所 

合計   6,840 6,840 
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